
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

令
和
２
年
第
１
回

　

臨
時
会
日
誌

【
１
月
】

29
日　

本
会
議
（
市
長
報
告
）

令
和
２
年
第
１
回

　

定
例
会
日
誌

【
２
月
】

19
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
採
決
、
陳
情
の
採

決
、
令
和
２
年
度
施
政
方
針
）

20
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
）

23
日　

�

本
会
議
（
令
和
２
年
度
施
政

方
針
の
質
疑
）

26
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

27
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

28
日　

本
会
議

　
　
　

※
一
般
質
問
を
行
わ
ず
延
会

【
３
月
】

　
　
　

�

※
２
日
の
本
会
議
は
休
会

９
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

の
審
議
・
委
員
会
付
託
、
陳

情
の
委
員
会
付
託
）

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

12
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

13
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別

委
員
会

　
　
　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等

調
査
特
別
委
員
会

16
日　

予
算
特
別
委
員
会

17
日　

予
算
特
別
委
員
会

18
日　

予
算
特
別
委
員
会

19
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等

調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

�

本
会
議
（
市
長
報
告
、
委
員

会
付
託
案
件
の
採
決
、
議
案

の
審
議
・
採
決
、
議
員
提
出

議
案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
１
月
29
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

今
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
、
市
が
高
齢
者
福
祉
事
業
を
委
託
す
る
事
業
者
の
元
副
施
設
長
が
利
用

者
の
個
人
情
報
を
自
身
の
政
治
活
動
に
利
用
す
る
た
め
に
持
ち
出
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
を

受
け
、
経
過
説
明
、
再
発
防
止
策
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
２
月
19
日
に
開
会
し
、
３
月
24
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
な
お
、
今
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
対
応
の
た
め
、
会
議
日
程
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
が

前
年
度
比
約
０
・
７
％
の
減
少
と
な
る
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
435
億
２
千
700
万
円
で
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
に
当
た
り
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
渡
辺
ふ
き
子
委
員
長
）
に
付
託
し
、
４
日

間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
、
否
決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い

て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
以
外
の
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
３
つ
の
特

別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

政
府
よ
り
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
市
長
か
ら
議
長
に
対
し
、
市
と

し
て
対
応
に
当
た
る
た
め
、
２
月
28
日
の
本
会
議
の
延
会
及
び
３
月
２
日
の
本
会
議
の
休
会
を
求
め
る

申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

市
議
会
は
、
そ
の
申
入
れ
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
３
月
６
日
ま
で
の
会
議
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
２
つ
の
会
議
の
開
催
、
ま
た
、
予
定
し
て
い
た
日
程
を

大
幅
に
短
縮
し
て
開
催
す
る
等
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
傍
聴
さ
れ
る
際
に
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
指
の
消
毒
ま
た
は
小
ま
め
な
手
洗
い
を
徹
底
さ
せ
て
い

だ
た
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
必
ず
検
温
の
上
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
調
が

優
れ
な
い
方
は
傍
聴
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
万
が
一
、
市
役
所
内
に
お
い
て
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
ご
本

人
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本
会
議
・
委
員
会
等
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
中
継
・
録
画
を
配
信
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
を
可
決

第
１
回
臨
時
会
の
概
要

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、会議日程を大幅短縮
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
市
議
会
の
対
応
に

つ
い
て

第
１
回
定
例
会
の
概
要

「
可
燃
ご
み
共
同
処
理
及
び
可
燃
ご
み
処
理
支
援
に
対
す
る
感
謝
の

決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。�

（
詳
細
は
７
面
に
掲
載
）

435億2,700万円435億2,700万円
歳入

市税
214億7,998万円 49.4%

国庫支出金  78億4,834万円　18.0%

その他
35億   　83万円　 8.1%

地方消費税交付金
26億2,900万円　  6.0%
市債
10億4,550万円　 2.4%

都支出金
70億2,335万円　16.1%

歳出
435億2,700万円435億2,700万円

その他
　3億4,706万円　  0.8%
議会費
　3億7,450万円　  0.9%
消防費
15億 1,698万円　  3.5%
公債費
23億1,297万円　  5.3%
衛生費
37億3,357万円　  8.6%
総務費
40億    63１万円　  9.2%

民生費　224億2,784万円　51.5%

土木費 45億8,522万 円　 10.5%

教育費　　 42億2,255万円　  9.7%

一般会計 予算額435億2,700万円 ※金額は、千円の位を
四捨五入しています。

新型コロナウイルス感染症により、亡くなられた皆様のご冥福をお祈りいたしますとともに、感染された方に対し、心よりお見舞いを申し上げます。

お知らせ

中町三丁目　新庁舎・（仮称）新福祉会館建設予定地の
桜のトンネル（３月２６日）

市
議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
皆
様
へ
ご
協
力
の
お
願
い

会議日程に関する
最新の情報については、
市議会ホームページで
ご確認ください。

桜満開の小金井公園に雪（３月２９日）

令和 2年
第 1回定例会
第269号

令和2年（2０2０年）
5月2０日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
編集：広報協議会

小金井市議会
ホームページアドレス

〒184-8504
小金井市本町六丁目 ６ 番 ３ 号
TEL（042）３87－9947（直通）
FAX（042）３87－1225

https://www.city.koganei.lg.jp/
　　 　 shisei/gikaijimukyoku/ 



各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

総務企画委員会
▶公文書管理条例の制定を求める陳情書　▶自
動車等の「武蔵野ナンバー」及び「デザインナ
ンバー」導入に向けた検討を求める陳情書　▶
財務会計ルールの全庁的な見直しと不祥事等非
違行為があった際の危機管理の在り方の改善を
求める陳情書　▶東小金井駅北口まちづくり事
業用地の活用に向けて整備基金の創設を求める
陳情書　▶平成２９年市議会議員選挙で、立候補
者が市の指定管理である施設の名簿を選挙活用
した事が法令に照らし適正だったかの検証陳情
書　▶都選管の収支報告書に記載されている寄
附の事実解明を求める訴え陳情書　▶市民の生
活を守るための≪新たな条例≫についての陳情
書　▶「小金井市第 ６ 次男女共同参画行動計
画」に、多様な性を尊重する市の姿勢と、具体
的な施策を明記することを求める陳情書　▶元
市議候補による個人情報盗用など一連の疑惑に
ついて地方自治法１００条に基づく調査を求める
陳情書　▶庁舎建物内及び敷地内の全面禁煙を
求める陳情書　▶小金井あんず園への委託事業
継続の是非に関し、小金井市議会に厳正調査を
求める陳情書　▶審査請求手続において審理員
意見書が主要な記載事項において虚偽の事実を
記載した行為に対し小金井市長の監督責任を問
う陳情書　▶部課長手当を市民や議会に知らせ
ずに大幅に引き上げたことに抗議し、すみやか
な是正を求める陳情書　▶小金井市公共施設等
総合管理計画の進捗状況と方針についての諸問
題の調査　▶地域防災、減災及び被災者支援に
ついての諸問題の調査

厚生文教委員会
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を

改正する条例　▶（仮称）スポーツ振興審議会
の設置を求める陳情書　▶（公財）小金井市体
育協会理事による不正受給金返還の確認を求め
る陳情書　▶福祉的視点から、母子・父子自立
支援員（兼婦人相談員）体制の充実と、非常勤
化体制の検証を求める陳情書　▶地域生活支援
事業「移動支援事業」に関する陳情書　▶小金
井市保健福祉総合計画に関する諸問題の調査　
▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶社会教
育施策に関する諸問題の調査

建設環境委員会
▶小金井市のリサイクル事業所の継続をのぞむ
陳情書　▶３０年後の可燃ごみ処理体制の早期確
立を求める陳情書　▶ココバスの運行サービス
の拡充を求める陳情書　▶現リサイクル事業所
の存続を求める陳情書　▶駅周辺整備に関する
調査　▶市内都市計画、自然環境及び住環境に
関する調査　▶資源循環社会形成に関する調査

議会運営委員会　
▶請願権条例制定を求める陳情書　▶議会改革
に関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時
会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に
関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等
に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問
事項について

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶契約金額約１３０億円で購入した蛇の目跡地に
全市民が活用できる施設群建設を求める陳情書　
▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査

行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事
業評価シートの速やかな作成を求める陳情書　
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

引き続き審査する案件

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
税
の
増
税
な
ど
、

市
民
生
活
の
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、

市
民
や
議
会
か
ら
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
経
済
に
大
き
な
影
響
が
出
る
中
、

財
政
的
な
見
通
し
も
な
く
事
業
を
進

め
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、
基
本
設

計
の
検
証
と
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

新
庁
舎
建
設
に
関
し
、
繰
り
返
し

提
案
し
て
き
た
は
が
き
付
き
特
集
号

（
計
画
内
容
の
説
明
と
意
見
公
募
）

が
年
度
末
に
よ
う
や
く
実
施
さ
れ
た

も
の
の
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
へ
の
回

答
を
ま
と
め
な
い
ま
ま
後
期
レ
ビ
ュ

ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
市
民
の
関
心
も
大
変
高
い
事

業
で
あ
り
、
意
見
に
つ
い
て
は
真
摯

に
受
け
止
め
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

要
望
を
重
ね
て
き
た
、
全
小
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の
助
成
な

ど
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
終
息

の
め
ど
が
立
た
ず
、
世
界
的
な
経
済

危
機
も
予
想
さ
れ
る
中
、
新
庁
舎
建

設
は
、
市
の
財
政
状
況
や
日
本
経
済

の
動
向
等
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
、

慎
重
な
判
断
を
お
願
い
し
た
い
。

構
造
と
し
、
市
民
要
望
が
多
い
ひ
ろ

ば
面
積
の
拡
充
を
求
め
る
。
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
３
・
４
・

１１
号
線
の
必
要
性
を
議
論
す
る
こ
と
。

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
は
、
専

門
家
や
市
民
と
の
協
働
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

当
初
は
反
対
で
あ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
広
が
る
中
、

安
定
的
な
市
政
運
営
が
必
要
と
考
え

る
。
学
校
給
食
調
理
委
託
は
撤
回
し
、

無
償
化
と
無
農
薬
有
機
食
材
の
使
用

を
検
討
す
べ
き
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
失
業
者
等
へ
の

補
償
、
就
学
援
助
認
定
の
緩
和
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
中
止
、
奨
学
金
増
額
、

財
政
出
動
の
検
討
等
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

賛
成
す
る
が
、
点
数
化
す
る
と
２０

点
で
あ
る
。
気
候
危
機
対
策
の
更
な

る
強
化
、
学
校
給
食
や
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
お
け
る
市
の
責

任
を
よ
り
示
す
こ
と
等
を
求
め
る
。

他
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
被
っ
て

い
る
社
会
的
不
利
益
を
解
消
す
る
取

組
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

に
向
け
た
性
の
多
様
性
を
理
解
、
促

進
す
る
た
め
の
取
組
等
は
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

賛
成
の
理
由
の
第
一
は
、
最
大
の

課
題
の
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
建
設
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
第
二
に
、
福
祉
総
合
相
談
窓

口
設
置
予
算
が
含
ま
れ
た
社
会
福
祉

協
議
会
運
営
委
託
料
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
。
第
三
に
、
認
可
保
育
所
３

園
を
開
園
し
、
待
機
児
童
解
消
に
向

け
た
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

児
童
福
祉
費
が
歳
出
全
体
の
２5
％

を
占
め
、
子
育
て
関
連
投
資
を
増
や

し
て
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
小
・

中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
多
摩

地
域
最
下
位
で
あ
り
、
早
急
に
改
善

を
求
め
る
。
多
く
の
新
規
事
業
が
予

定
さ
れ
、
ま
た
、
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
の
実
施
設
計

は
、
申
入
れ
の
内
容
を
真
摯
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

の
基
本
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
は
反

対
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

早
急
に
予
算
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
市
は
、
国
に
対
し
、
現
金
給

付
、
消
費
税
減
税
、
ま
た
、
地
方
自

治
体
へ
の
交
付
金
新
設
等
を
求
め
、

雇
用
対
策
、
給
食
の
無
償
化
等
の
施

策
に
よ
り
市
民
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

職
員
ボ
ー
ナ
ス
は
、
秋
の
人
事
委

員
会
勧
告
で
マ
イ
ナ
ス
勧
告
と
な
れ

ば
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
新
庁

舎
と
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
は
免
震

決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採
決
を

行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
２4
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

三
多
摩
で
最
も
高
い
税
額
を
更
に

引
き
上
げ
れ
ば
、
今
以
上
に
税
金
を

払
え
な
い
方
が
出
て
く
る
。
国
民
健

康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
、

繰
入
金
を
毎
年
５
千
万
円
ず
つ
削
減

し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
を
改
め
れ

ば
税
額
の
引
き
上
げ
を
や
め
て
多
子

軽
減
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

繰
入
金
削
減
あ
り
き
の
計
画
こ
そ
見

直
す
べ
き
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

２
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
村
山
ひ
で
き
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
１２
日
、
１９
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
正
規
職
員
及
び

再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
上
げ
、
支
給
基
準
や
割

合
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

３
月
１９
日
の
委
員
会
で
は
、
年
間

支
給
月
数
を
現
行
ど
お
り
と
す
る
修

２
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会（
紀
由
紀
子
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
１１
日
、
１９
日
の
計

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
や
減
額
対
象
基
準
額
の

改
定
等
を
行
う
も
の
で
す
。

３
月
１１
日
の
委
員
会
で
は
、
委
員

か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
１９
日
の

委
員
会
で
は
、
修
正
案
に
つ
い
て
否

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

職
員
給
与
の
総
額
は
、
こ
の
４
年

間
で
２
億
３
千
700
万
円
程
度
上
昇
し

た
。
現
状
、
行
財
政
改
革
が
進
ん
で

い
る
と
は
と
て
も
言
え
ず
、
行
財
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
職
員
給
与
の
改

善
を
図
る
の
が
従
来
の
や
り
方
な
は

ず
で
あ
る
。
民
間
企
業
で
は
、
利
益

が
確
保
で
き
て
初
め
て
賃
金
を
引
上

げ
が
可
能
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
実

態
を
重
々
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

市
民
生
活
、
景
気
経
済
に
甚
大
な
影

響
が
出
て
い
る
中
、
市
職
員
の
ボ
ー

ナ
ス
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
著
し
く

不
当
で
あ
る
。
様
々
な
産
業
、
非
正

正
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
た
後
、

修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
２4
日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

昨
年
１０
月
の
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
に
沿
っ
た
給
与
改
定
で
あ
り
、

本
市
は
市
長
選
挙
が
あ
っ
た
た
め
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
多
摩
２６
市
の

多
く
は
昨
年
１２
月
に
議
決
済
み
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
き
給
与
改
定
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
引
き
下
げ
る
と
き
は
従

い
、
引
き
上
げ
る
と
き
は
無
視
す
る

と
い
う
の
で
は
道
理
が
通
ら
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
自
民
党
・
信
頼
）

職
員
の
給
与
に
関
し
て
全
体
の
人

件
費
総
額
を
見
つ
つ
、
行
財
政
改
革

を
進
め
た
上
で
、
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
下
で
市
内
の
商
店
会
で
は
、
地
域

か
ら
廃
業
す
る
お
店
を
一
軒
も
出
さ

せ
な
い
と
い
う
強
い
思
い
も
聞
い
て

い
る
。
こ
の
状
況
下
で
の
期
末
手
当

の
引
上
げ
は
到
底
納
得
で
き
ず
、
市

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

改
定
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
多
摩
２６

市
全
て
で
同
じ
支
給
月
数
と
す
る
こ

と
、
労
使
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大

変
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
市
は
市
民

生
活
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し
、
同
時

に
労
働
者
で
あ
る
職
員
の
生
活
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

規
労
働
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
深

刻
な
影
響
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
優

先
す
べ
き
は
、
困
窮
し
て
い
る
市
民

の
雇
用
確
保
な
ど
の
緊
急
支
援
策
で

あ
る
。
そ
れ
が
「
人
の
道
」
で
あ
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令

和

２

年

度

一

般

会

計

予

算

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
説

明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
ひ
ろ
ば
」

を
望
む
市
民
の
要
望
が
多
く
、
今
後

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
会
派
と
し

て
も
同
様
の
申
入
書
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
お
り
、
陳
情

の
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、
３
千
㎡

と
い
う
具
体
的
な
数
値
を
求
め
る
の

は
難
し
い
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

地
方
自
治
法
第
232
条
の
２
に
お
い

て
、
公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
寄

附
又
は
補
助
が
で
き
る
。
市
内
体
育

施
設
の
自
動
販
売
機
収
入
を
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
が
、
事

業
の
大
小
を
問
わ
な
い
各
ス
ポ
ー
ツ

団
体
へ
の
無
計
画
な
分
配
、
ま
た
、

そ
の
要
求
は
、
法
令
遵
守
の
観
点
か

ら
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
本

陳
情
に
反
対
す
る
。

新
庁
舎
の「
ひ
ろ
ば
」は
、少
な
く
と
も

３
０
０
０
㎡
確
保
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

ス
ポ
ー
ツ
関
連
３
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
る
自
販
機
の
収
益
の

公
平
な
分
配
を
求
め
る
陳
情
書

会議の様子はYouTubeで
ご覧いただけます。

▶　 ２ 月10日（月）
▶　 ２ 月２7日（木）
▶　 ３ 月19日（木）

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

水
上
　
洋
志

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　議：議会運営委員会
　　　　　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会

スポーツ関連 ３施設に設置され
ている自販機の収益の公平な分
配を求める陳情書

市内のスポーツ関連施設に設置されている自動販売機の収益
約５００万円を、市民の健康及びスポーツ環境づくりに公平にい
かすよう、総合型地域スポーツクラブ及びスポーツ貢献度の
高いスポーツ団体への分配を求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

次世代を生きる市民の為の≪行
政サービスのあり方≫について
の陳情書

多くの情報の中から、必要な情報を知ることができるよう、
「プッシュ通知」「フェッチ通知」「ＳＮＳ等」を利用するな
ど、自然豊かで子育てのしやすいスマートなまちになるため
の行政サービスの次世代化を求める。

総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

小金井市長及び市議会議員の憲
法尊重擁護義務について確認し
ていただくことを求める陳情書

憲法第９９条「天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官
その他公務員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負ふ。」の
とおり、特別職地方公務員の市長・市議会議員はこの義務を
負うことを改めて確認することを求める。

総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

議員定数に関する公聴会の議論を
踏まえ小金井市議会は市民意思の
代弁者か判定者かまず明らかにし
ていただくこと等を求める陳情書

「市議会議員定数の削減を求める陳情書」について、平成２４年
に行われた公聴会での議論を踏まえ、小金井市議会は、市民
意思の代弁者であるべきか、判定者であるべきかを明らかに
することを求める。

議 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択

新庁舎の「ひろば」は、少なく
とも３,０００㎡確保していただく
ことを求める陳情書

①新庁舎の「ひろば」は、少なくとも３,０００㎡確保すること、
②平常時から「ひろば」として利用できる地上空間を「ひろ
ば」と位置付けること、③子どもがのびのびと遊べる「ひろ
ば」を整備することを求める。

庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × 不採択

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和 ２年度小金井市一般会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ２年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × △ × × × × 即 否　決

令和 ２年度小金井市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 予 原案可決

令和 ２年度小金井市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ２年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 予 原案可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 総 原案可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × × ○ × 総 否　決

小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 厚 原案可決

小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 即 否　決

小金井市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 建 原案可決

小金井市清掃関連施設整備工事請負契約について ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 可　決

小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条例（議員提案） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × 議 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

令和元年度小金井市一般会計補正予算（第 ８回）、小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例（議員提案） 即 原案可決

人権擁護委員候補者の推薦について（ほか ２件） 即
異議ない旨
の意見提出

特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例、特別職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例、職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例、�
小金井市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例、小金井市印鑑条例の一部を改正する条例 総 原案可決

小金井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、小金井市介護福祉条例の一部を改正する条例、東京都後期高
齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 厚 原案可決

小金井市総合体育館及び小金井市栗山公園健康運動センターの指定管理者の指定について 厚 可　決

小金井市高齢者住宅条例及び小金井市市営住宅条例の一部を改正する条例、小金井都市計画事業東小金井駅北口土地区画整理事業施行規程を定める条例の一部
を改正する条例 建 原案可決

令和元年度小金井市一般会計補正予算（第 ９回）、令和元年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ２回）、令和元年度小金井市下水道事業特別会計補正予
算（第 ３回）、令和元年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 ３回）、令和元年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 ２回）、令和 ２年度小金井市
下水道事業会計予算、令和元年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ３回）

予 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑
付
　
託
　
先

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

水
上
　
洋
志

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　　予：予算特別委員会

●●● 広報協議会 ●●●

今号から、紙面の確保を目的として、全会一致とした議案については、まとめて掲載しています。

次の日程で開催しました。
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?!（4面～6面）２月２6日、２７日、３月 ９日、１０日
※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

今号から、各議員の記事にＱＲコードの掲載を開始しました。
スマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご覧いただくことができます。
また、答弁者の表記を「部長」、「課長」等と簡略化しました。

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

施
政
方
針
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
取
組
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
問
う
。
ア
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
学
び
共

に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
小
金

井
市
条
例
施
行
に
よ
っ
て
生
じ

た
好
事
例
を
市
民
に
紹
介
し
、

表
彰
し
な
い
か
。
イ
障
が
い
児

や
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
ニ

ー
ズ
を
満
た
す
た
め
、
児
童
発

達
支
援
事
業
と
居
宅
訪
問
型
保

育
を
組
み
合
わ
せ
た
障
が
い
児

保
育
を
実
施
し
な
い
か
。

市
長　

ア
中
学
３
年
生
の
女

子
生
徒
の
人
権
作
文
は
、
全
国

70
万
点
の
応
募
の
中
で
５
位
と

な
り
、
法
務
大
臣
政
務
官
賞
を

受
賞
し
た
。
市
の
条
例
を
引
用

し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
思

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
庁
内
で
の
業
務
ミ
ス
に
よ

り
発
生
す
る
案
件
へ
の
対
策
に

つ
い
て
。
ア
新
聞
報
道
さ
れ
た

事
案
は
、
庁
内
で
共
有
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

イ
昨
年
10
月
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

基
本
方
針
も
定
め
た
が
、
今
後

の
取
組
は
。
ウ
様
々
な
事
案
に

対
応
す
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
成
し
て
い
る
か
。
エ
記

録
の
保
存
や
事
件
発
生
時
の
報

告
フ
ロ
ー
作
成
等
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
で
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
オ
想
定

さ
れ
る
事
項
の
洗
い
出
し
を
。

部
長　

ア
職
員
の
個
人
情
報

に
係
る
問
題
も
あ
り
、
庁
内
で

共
有
す
る
た
め
の
記
録
は
行
っ

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
学
童
保
育
の
大
規
模
化
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
施
設
増

設
を
決
断
し
、
指
導
員
の
処
遇

と
設
備
面
の
改
善
を
。
ア
全
入

制
は
今
後
も
維
持
す
る
の
か
。

イ
定
員
よ
り
40
名
以
上
超
過
し

て
い
る
所
を
優
先
す
る
と
い
う

市
長
答
弁
か
ら
、
み
ど
り
学
童

保
育
所
と
ま
え
は
ら
学
童
保
育

所
を
優
先
的
に
整
備
す
る
の
か
。

ウ
み
ど
り
学
童
保
育
所
は
限
界

で
あ
る
。
浴
恩
館
公
園
南
側
の

活
用
な
ど
を
決
断
す
べ
き
。

部
長　

ア
全
入
維
持
は
市
長

の
方
針
で
あ
る
。
イ
み
ど
り
、

ま
え
は
ら
学
童
保
育
所
も
含
め

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ウ
提

案
も
踏
ま
え
て
対
応
に
努
め
る
。

❷
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
平

紀　

由
紀
子

（
公
明
党
）

令
和
元
年
11
月
７
日
、
厚
生

労
働
省
に
て
「
＃
助
け
て
多
胎

育
児
緊
急
記
者
会
見
」
が
行
わ

れ
、
全
国
の
多
胎
児
家
庭
の
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
で
壮

絶
な
多
胎
児
家
庭
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
多
胎
育
児
中

に
辛
い
と
感
じ
た
場
面
は
「
外

出
、
移
動
が
困
難
な
と
き
」
が

89
・
１
％
、「
自
身
の
睡
眠
不

足
・
体
調
不
良
時
」
が
77
・
３

％
で
、
多
胎
育
児
の
当
事
者
の

93
・
２
％
が
「
気
持
ち
が
ふ
さ

ぎ
込
ん
だ
り
、
子
ど
も
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
を
持
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
回
答
し
、
虐
待
す

る
気
持
ち
も
分
か
る
と
の
声
も

あ
っ
た
。
荒
川
区
で
は
、
既
に

タ
ク
シ
ー
利
用
料
や
一
時
保
育

料
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
国

や
東
京
都
で
も
、
令
和
２
年
度

の
予
算
案
に
、
子
育
て
支
援
と

し
て
多
子
・
多
胎
児
世
帯
支
援

も
盛
り
込
ま
れ
た
。
本
市
と
し

て
も
、
多
胎
児
家
庭
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

に
応
え
、
補
助
金
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
多
胎
児
家
庭
へ
の
支

援
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
ア

保
育
の
必
要
性
認
定
基
準
に
多

胎
児
を
育
て
て
い
る
家
庭
を
追

加
し
な
い
か
。
イ
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
利
用
支
援
事
業
を
行
わ
な

い
か
。
ウ
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の

助
成
を
し
な
い
か
。

部
長　

ア
市
独
自
の
取
組
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
イ
精
査

し
て
ま
い
り
た
い
。
ウ
他
市
状

況
も
踏
ま
え
て
調
査
し
た
い
。

市
長　

担
当
と
支
援
の
在
り

方
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

て
い
な
い
。
イ
業
務
に
関
す
る

全
庁
的
な
ル
ー
ル
の
設
定
、
各

課
の
事
務
点
検
等
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
ウ
例
え
ば
、
車
両
事

故
発
生
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
策
定
し
て
お
り
、
全
庁

に
周
知
し
て
い
る
。
エ
議
員
の

意
見
も
参
考
に
し
て
取
り
組
む
。

オ
他
市
の
取
組
を
参
考
に
す
る
。

❷
ア
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業

の
開
催
日
時
や
回
収
受
付
場
所

を
増
や
せ
な
い
か
。
イ
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
所
を
継
続
し
、
リ
ユ

ー
ス
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
民
と
意
見
交
換
を
す
べ
き
。

部
長　

ア
社
会
福
祉
協
議
会

に
要
望
中
で
あ
る
。
ご
み
対
策

課
で
の
受
付
は
難
し
い
。
イ
本

年
８
月
下
旬
ま
で
事
業
継
続
が

可
能
で
あ
る
。
意
見
交
換
の
方

法
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

い
を
つ
づ
っ
た
作
文
で
あ
り
、

児
童
・
生
徒
向
け
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か

け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
条
例

の
広
が
り
と
い
う
意
味
で
は
と

て
も
良
い
事
例
で
あ
る
。
個
人

や
市
内
事
業
者
の
合
理
的
配
慮

の
取
組
を
表
彰
す
る
提
案
は
、

良
い
提
案
で
あ
る
と
思
う
た
め
、

今
後
研
究
・
検
討
し
た
い
。
イ

様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、
合

理
的
配
慮
を
含
め
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
対
応
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
だ
が
、

こ
の
分
野
は
経
験
や
専
門
的
見

地
な
ど
、
通
常
と
は
違
っ
た
特

別
な
体
制
が
必
要
な
領
域
で
あ

る
。
今
後
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

の
中
で
、
民
間
の
力
も
お
借
り

す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
に

入
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

日
全
日
開
催
が
試
行
さ
れ
た
本

町
小
学
校
で
は
大
き
な
成
果
が

出
て
い
る
。
ア
今
後
全
校
で
実

施
す
る
の
か
。
イ
体
育
館
の
優

先
的
活
用
を
検
討
し
な
い
か
。

ウ
共
通
す
る
事
務
を
シ
ス
テ
ム

化
で
き
な
い
か
。

部
長　

ア
全
校
週
５
日
開
催

を
目
指
す
。
イ
利
用
意
義
は
大

き
く
、
方
法
も
含
め
検
討
す
る
。

ウ
全
体
共
有
す
る
中
で
共
通
の

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

❸
総
合
的
な
放
課
後
対
策
を

行
う
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を

含
め
、
し
っ
か
り
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

市
長　

放
課
後
の
過
ご
し
方

は
重
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
各
地
で
猛
威
を
振
る
い
、

感
染
者
数
の
増
加
が
世
界
の
脅

威
に
な
っ
て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

予
防
の
啓
発
を
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
対
策
を
国
、
東
京
都
、
他

の
自
治
体
と
の
連
携
で
進
め
、

感
染
拡
大
を
抑
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。 

ア
初
期
症
状
の
確
認
、

周
知
と
現
状
の
対
応
を
問
う
。

イ
隔
離
室
の
あ
る
対
応
可
能
な

近
隣
病
院
の
周
知
は
。
ウ
感
染

症
リ
テ
ラ
シ
ー
の
周
知
を
。

部
長　

ア
感
染
症
の
疑
い
が

あ
る
場
合
、
保
健
所
が
受
診
調

整
を
行
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
及
び
的
確
な
相
談
窓
口

を
案
内
で
き
る
よ
う
全
職
員
へ

の
共
通
認
識
を
図
る
。
イ
か
か

り
つ
け
医
に
あ
ら
か
じ
め
連
絡

し
た
上
で
受
診
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。
ウ
こ
ま

め
な
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
、
庁
舎
や
各
施
設
で
の
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
い
、
予
防

策
を
周
知
し
て
い
る
。

❷
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
２
０
３
０
ア
ジ

ェ
ン
ダ
に
の
っ
と
っ
た
市
の
取

組
を
問
う
。
ア
各
課
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
対
応
は
。
イ
環
境

教
育
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

部
長　

ア
庁
内
向
け
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
各
課
に
お

い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
た
計

画
策
定
の
検
討
、
市
民
講
座
の

開
催
等
、
市
民
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。
イ
持
続
可
能
な
社

会
の
作
り
手
と
な
る
よ
う
取
組

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

昨
年
秋
に
市
の
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
ア
来
場
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
は
。

イ
今
こ
そ
参
集
訓
練
を
始
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
。
ウ
町
会
長

や
自
主
防
災
会
長
な
ど
と
の
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
り
、
市

か
ら
防
災
情
報
を
発
信
し
て
は
。

エ
暴
風
雨
や
締
め
切
っ
た
家
屋

内
で
は
防
災
無
線
は
聞
こ
え
な

い
と
思
わ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
は
発
災
時
に
有
効
な
ツ

ー
ル
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

部
長　

ア
自
主
防
災
組
織
向

け
に
11
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。
案
内
表
示
が
少
な
い
、

訓
練
が
多
過
ぎ
る
等
の
意
見
が

あ
り
、
来
年
度
の
効
果
的
な
訓

練
に
い
か
し
た
い
。
イ
参
集
訓

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

希
望
す
る
部
活
動
が
進
学
す

る
中
学
校
に
無
く
、
隣
の
中
学

校
に
あ
る
場
合
に
、
部
活
動
を

理
由
と
し
た
中
学
校
進
学
の
選

択
肢
を
生
徒
に
与
え
る
べ
く
問

う
。
ア
他
校
と
の
合
同
部
活
動

の
可
能
性
は
。
イ
新
規
部
活
動

の
設
置
に
向
け
外
部
指
導
員
を

配
置
し
た
例
は
あ
る
か
。
ウ
小

学
校
児
童
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

適
切
な
部
活
動
の
設
置
・
改
廃

を
し
て
い
る
か
。
エ
多
摩
26
市

中
21
市
が
部
活
動
を
理
由
と
し

て
学
校
の
選
択
肢
を
生
徒
に
与

え
て
い
る
。
新
規
部
活
動
の
設

置
が
計
画
的
に
で
き
る
状
況
で

な
く
、
合
同
部
活
動
の
可
能
性

も
な
く
、
既
存
部
活
動
の
維
持

が
精
一
杯
で
あ
る
こ
と
が
諸
般

の
事
情
で
仕
方
の
な
い
こ
と
で

あ
れ
ば
、
教
育
環
境
の
充
実
や

生
徒
自
身
の
満
足
度
を
考
え
た

場
合
、
部
活
動
を
理
由
と
し
て

中
学
校
進
学
の
選
択
肢
を
生
徒

に
与
え
る
こ
と
が
唯
一
の
解
決

策
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

部
長　

ア
双
方
の
学
校
に
部

活
動
が
あ
る
こ
と
が
前
提
。
イ

そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。
ウ
小

学
校
で
の
活
動
状
況
に
応
じ
て

短
期
間
で
新
た
な
部
活
動
を
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
。

教
育
長　

エ
そ
の
子
ら
し
さ

を
最
大
限
伸
ば
す
た
め
、
良
い

シ
ス
テ
ム
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

■
そ
の
他
、
小
学
校
の
通
学
区

域
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

練
は
、
準
備
と
実
行
に
は
一
定

の
検
討
を
要
す
る
が
、
導
入
を

考
え
た
い
。
ウ
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
、
平
常
時
の
情
報
提
供

に
も
有
効
と
感
じ
て
い
る
た
め
、

研
究
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

エ
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
罹
災
証
明
書
発
行
の
ペ
ー
ジ

が
非
常
に
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、

改
良
を
提
案
し
ま
し
た
。

昨年の総合防災訓練の模様

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ

庁
内
リ
ス
ク
管
理
の
構
築

ご
み
減
量
施
策
の
拡
充

「
思
い
や
り
の
バ
ト
ン
」を

引
き
継
い
で
い
こ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
を

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
を

強
化
す
べ
き

学
童
保
育
と
放
課
後
施
策

の
充
実
と
未
来
を
問
う

部
活
動
を
理
由
と
し
た

中
学
校
進
学
の
選
択
肢
を

小
金
井
市
の
更
な
る

防
災
体
制
に
つ
い
て
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宮
下　

誠

（
公
明
党
）

❶
昨
年
は
、
台
風
の
際
の
電

源
確
保
等
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
災
害
時
、
自
主
防

災
組
織
等
の
活
動
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
新
年
度
に
お
け

る
東
京
都
の
補
助
政
策
を
活
用

す
る
な
ど
、
地
域
の
防
災
活
動

拠
点
に
お
け
る
電
源
確
保
に
対

す
る
取
組
を
行
わ
な
い
か
。

部
長　

令
和
２
年
度
、
東
京

都
で
は
非
常
用
電
源
確
保
事
業

と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
向
け

の
発
電
機
の
補
助
金
制
度
が
創

設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、

各
自
主
防
災
組
織
に
対
し
、
同

補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、

必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
市

の
方
で
案
内
し
て
い
き
た
い
。

❷
災
害
時
の
拠
点
病
院
に
つ

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

❶
ア
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診

率
低
下
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
か
。
イ
前
立
腺

が
ん
を
検
診
事
業
に
取
り
入
れ

よ
。
ウ
各
種
が
ん
検
診
事
業
の

対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
つ
け

よ
。
エ
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
、

低
所
得
者
や
非
課
税
世
帯
へ
の

軽
減
策
の
検
討
は
行
わ
れ
た
か
。

課
長　

ア
本
市
に
お
い
て
は
、

が
ん
検
診
に
対
す
る
関
心
が
全

体
的
に
低
下
し
て
い
る
年
度
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

が
ん
検
診
の
不
利
益
を
考
慮
す

る
人
が
増
え
た
こ
と
も
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。
イ
研
究
課
題

と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
な
く
、

優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

❶
共
働
き
の
家
庭
が
増
え
、

子
ど
も
が
１
歳
に
な
る
前
に
復

職
す
る
人
も
多
い
。
妊
娠
中
か

ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
や
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
る
。
ア
両
親
学
級
等

で
交
流
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
を
実
施
し
な
い
か
。

イ
祖
父
母
な
ど
の
家
族
も
対
象

と
し
な
い
か
。
ウ
土
曜
日
の
コ

ー
ス
は
定
員
を
上
回
る
希
望
者

が
い
る
が
、
定
員
を
増
や
さ
な

い
か
。
エ
市
民
団
体
の
活
動
を

ど
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
か
。

課
長　

ア
平
成
29
年
度
ま
で

は
実
施
し
て
い
た
。
他
市
の
事

例
を
み
て
、
工
夫
で
き
る
こ
と

は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
イ

対
象
と
し
て
い
な
い
。
ウ
課
題

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

ア
２
０
１
８
年
度
の
市
公
共

施
設
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、

２
０
１
７
年
度
と
比
較
し
、
増

加
率
が
減
少
し
て
い
る
。
要
因

分
析
と
今
後
の
対
応
は
。
イ
電

力
の
調
達
に
係
る
環
境
配
慮
方

針
を
厳
格
化
し
な
い
か
。
ま
た
、

他
自
治
体
を
参
考
に
、
よ
り
環

境
に
配
慮
し
た
電
気
事
業
者
か

ら
電
力
を
調
達
し
な
い
か
。

部
長　

ア
２
０
１
７
年
度
に

契
約
し
て
い
た
電
気
事
業
者
よ

り
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
の
低

い
電
気
事
業
者
と
契
約
で
き
た

た
め
、
結
果
的
に
減
少
し
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
減
っ
て

い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
全
庁

を
挙
げ
た
取
組
が
必
要
。
イ
環

境
省
が
示
し
た
よ
り
厳
し
い
評

価
基
準
を
参
考
に
、
適
切
な
時

期
に
見
直
す
予
定
。
他
自
治
体

の
取
組
を
研
究
し
、
適
切
に
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

❷
ア
は
け
と
野
川
を
壊
す
都

市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
市
長

選
挙
に
お
い
て
よ
り
踏
み
込
ん

だ
主
張
が
さ
れ
た
。
改
め
て
明

言
を
求
め
る
。
イ
東
京
都
が
行

っ
た
意
見
交
換
会
に
は
問
題
が

あ
っ
た
。
市
長
の
求
め
て
き
た

こ
と
は
果
た
さ
れ
た
の
か
。
ウ

東
京
都
に
要
望
書
の
提
出
を
。

市
長　

ア
現
状
、
市
民
の
望

ま
な
い
道
路
は
作
ら
せ
な
い
と

い
う
立
場
は
、
今
も
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
参
加

市
民
の
要
望
に
対
し
、
東
京
都

が
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
は
課

題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ウ
継

続
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

い
う
段
階
ま
で
は
達
し
て
い
な

い
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
ウ
指

針
ど
お
り
、
来
年
度
以
降
は
40

歳
以
上
を
対
象
に
と
考
え
て
い

る
。
エ
非
課
税
世
帯
ま
で
の
軽

減
の
拡
大
を
検
討
し
て
お
り
、

現
在
、
立
案
の
途
中
で
あ
る
。

❷
緊
急
放
送
時
に
自
動
的
に

ス
イ
ッ
チ
が
入
る
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
や
戸
別
受
信
機
を
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
、
特
別
警
戒
区

域
の
住
民
に
無
償
貸
与
す
べ
き
。

部
長　

迅
速
な
情
報
伝
達
を

行
う
た
め
に
は
、
戸
別
の
受
信

機
の
よ
う
な
仕
組
み
も
必
要
と

感
じ
て
い
る
。
現
在
、
国
で
戸

別
受
信
機
の
貸
与
の
検
討
を
し

て
い
る
旨
を
伺
っ
て
い
る
。
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
情
報
収
集

に
努
め
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

い
て
、
地
域
防
災
計
画
で
は
、

医
療
拠
点
病
院
等
と
し
て
、
小

金
井
太
陽
病
院
と
桜
町
病
院
の

２
か
所
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
東
部
地
域
と

南
部
地
域
が
手
薄
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。
医
療
拠
点
は

災
害
時
に
は
近
場
に
あ
る
方
が

良
く
、
全
エ
リ
ア
を
視
野
に
再

考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

今
年
度
、
新
た
に
小

金
井
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
を
緊
急
医
療
救
護
所
に
加
え

た
。
ま
た
、
市
内
東
部
地
域
の

日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と
も
緊
急
医

療
救
護
所
の
覚
書
締
結
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
中
央
、
北
部
、
南
部
、
東

部
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
配
置

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

と
捉
え
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

エ
妊
婦
面
談
等
で
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

❷
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、

報
酬
助
成
制
度
を
見
直
さ
な
い

か
。
ア
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
る
案
件
に
つ
い
て

は
、
助
成
金
が
年
間
で
36
万
円

と
限
ら
れ
て
お
り
、
家
庭
裁
判

所
の
審
判
で
認
め
ら
れ
た
報
酬

の
全
額
を
助
成
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。
見
直
さ
な
い
か
。

課
長　

ア
満
額
の
助
成
が
困

難
な
場
合
も
あ
り
、
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
市
民
後
見
人
の
報

酬
助
成
は
月
額
５
千
円
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
直

し
を
要
望
し
、
ま
た
、
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
の
充
実
を
求

め
ま
し
た
。

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

多
胎
妊
娠
・
育
児
は
特
有
の

リ
ス
ク
も
あ
り
、
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
ア
妊
娠
期
か
ら
多
胎

児
向
け
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
網
羅

し
た
印
刷
物
を
配
布
す
る
な
ど

の
検
討
を
。
イ
多
胎
児
は
低
体

重
の
傾
向
も
あ
り
、
産
後
ケ
ア

を
優
先
的
に
行
う
べ
き
。
ウ
育

児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
は
、 

多
胎
児

の
場
合
は
出
産
後
１
年
ま
で
利

用
で
き
る
が
、
１
か
月
前
ま
で

の
利
用
申
請
で
は
使
い
づ
ら
い
。

ス
キ
ー
ム
等
の
見
直
し
を
。
エ

国
の
補
助
を
利
用
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
登
録
を
訪
問
型
で
実
施
し
な

い
か
。
オ
多
胎
児
サ
ー
ク
ル
の

交
流
機
会
を
増
や
さ
な
い
か
。

部
長　

ア
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
む
考
え
は
あ
り
、
検

討
す
る
。
イ
何
ら
か
の
支
援
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
ウ

１
か
月
を
過
ぎ
た
ら
利
用
で
き

な
い
訳
で
は
な
く
、
で
き
る
限

り
希
望
に
添
え
る
よ
う
努
め
る
。

エ
事
業
ス
キ
ー
ム
が
不
明
で
、

委
託
の
調
整
も
必
要
で
あ
り
、

動
向
を
注
視
し
調
査
研
究
す
る
。

オ
新
年
度
の
要
望
も
伺
っ
て
お

り
、
可
能
な
支
援
を
し
た
い
。

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
、
と
い
う
消
防
団

員
の
皆
様
に
は
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
例
え
ば
、
真
夜
中

の
火
災
現
場
で
は
団
長
を
筆
頭

に
第
一
分
団
か
ら
第
五
分
団
ま

で
が
一
つ
と
な
り
、
全
身
び
し

ょ
濡
れ
に
な
り
震
え
な
が
ら
も

消
火
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
私
自
身
も
有
事
の
対
応
に

出
動
し
、
団
員
の
一
人
と
し
て

訓
練
や
有
事
の
際
の
対
応
に
つ

い
て
都
度
学
ん
で
き
た
。
そ
の

状
況
下
に
お
い
て
、
団
員
の
担

い
手
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
小
金
井
市
の
消
防
団
の
在

り
方
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

市
長　

消
防
団
の
存
在
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
多
く
の
方

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

誰
も
が
年
齢
を
重
ね
る
と
必

ず
経
験
す
る
困
り
事
に
対
し
、

市
の
施
策
を
問
う
。
ア
物
忘
れ

や
認
知
機
能
に
心
配
が
出
て
き

た
と
き
の
、
日
常
の
困
り
ご
と
、

薬
の
適
正
な
飲
み
方
、
ご
み
の

分
別
や
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い

て
。
イ
住
ま
い
に
困
っ
た
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
た
め
、
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度
の

確
立
を
。
ウ
生
活
費
の
管
理
に

困
っ
た
と
き
の
た
め
、
成
年
後

見
制
度
や
権
利
擁
護
事
業
の
周

知
と
利
用
促
進
を
。
エ
人
生
の

終
え
方
に
つ
い
て
の
不
安
に
応

え
る
方
の
た
め
の
相
談
窓
口
や

支
援
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長　

ア
高
齢
者
の
困
り
事

や
、
気
に
な
る
高
齢
者
に
つ
い

て
の
市
民
の
相
談
事
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
薬
の
適
正

な
服
用
へ
の
支
援
に
は
、
地
域

で
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ご
み
の
収

集
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
収

集
事
業
が
あ
る
が
、
分
別
の
支

援
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
イ
実
態
調
査
や
他
市
等

の
情
報
収
集
を
行
い
、
居
住
支

援
の
検
討
に
い
か
す
。
ウ
社
会

福
祉
協
議
会
内
の
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
相
談
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
周
知
に
努
め
る
。
エ
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
で
安
心
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
医
療
的
ケ
ア
児
の

支
援
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

々
に
持
て
る
力
を
消
防
団
で
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

❷
市
は
、
商
店
会
連
合
会
と

防
災
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
市
内
に
根
差
す

商
店
会
と
し
て
地
域
の
安
全
・

安
心
を
考
え
活
動
し
て
い
る
商

店
会
連
合
会
と
防
災
協
定
を
結

ぶ
考
え
は
あ
る
か
。

部
長　

研
究
し
て
い
き
た
い
。

❸
緑
中
学
校
プ
ー
ル
の
目
隠

し
フ
ェ
ン
ス
が
、
昨
年
の
台
風

15
号
に
よ
り
破
損
し
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。
部
活
、
授
業
の

開
始
前
に
修
繕
し
て
ほ
し
い
。

部
長　

今
年
度
中
に
修
理
を

完
成
さ
せ
た
い
。

■
そ
の
他
、「
ま
ち
の
元
気
は

商
店
街
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、

商
店
、
事
業
者
等
を
支
援
す
る

体
制
の
構
築
を
要
望
し
ま
し
た
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
小
金
井
市
の
子
ど
も
食
堂

に
つ
い
て
は
、
提
案
に
基
づ
き
、

２
０
１
８
年
に
社
会
福
祉
協
議

会
に
、「
子
ど
も
食
堂
推
進
連

絡
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
運
営

者
に
課
題
を
聞
い
て
い
る
か
。

イ
市
の
計
画
と
し
て
の
位
置
付

け
が
不
明
確
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
共
通
す
る
課
題
と

し
て
は
、「
場
所
の
問
題
」
と

「
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
」
が

あ
る
。
個
別
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。
イ
現
在
策
定
中
の
「
の

び
ゆ
く
こ
ど
も
プ
ラ
ン
小
金

井
」
の
次
期
計
画
に
お
い
て
、

計
画
の
課
題
と
方
向
性
と
し
て
、

「
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
の
推
進
」
を
掲
げ

て
い
る
。
子
ど
も
食
堂
も
、
多

様
な
居
場
所
の
一
つ
の
方
策
と

位
置
付
け
、
推
進
し
て
い
く
。

❷
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

孤
食
を
防
ぐ
「
お
と
な
食
堂
」

の
試
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
東

京
都
で
は
、
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
100
か
所
創
設
す
る
方
針
を

掲
げ
て
い
る
が
、
本
市
で
も
積

極
的
に
設
置
を
進
め
な
い
か
。

部
長　

超
高
齢
社
会
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
今
後
、
単
身
高

齢
者
世
帯
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、

「
見
守
り
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
重
要
な
取
組
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
町
住
宅
に
つ
い
て

は
、
東
京
都
へ
要
望
す
る
。

■
そ
の
他
、
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
更
な
る
充
実
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ

が
ん
検
診
を
無
料
に
戻
し

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

災
害
時
の
電
源
確
保
と

医
療
体
制
に
つ
い
て

多
胎
児
家
庭
へ
の

支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

気
候
危
機
対
策
の
強
化
／

は
け
と
野
川
を
壊
す
都
道

妊
娠
中
か
ら
の
支
援
や

成
年
後
見
助
成
の
充
実
を

一
人
で
も
生
涯
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
施
策
を

消
防
団
、商
店
街
振
興
、

母
校
緑
中
学
校
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
・
お
と
な
食
堂

の
更
な
る
展
開
は

２
月
８
日
、
市
内
多
胎
児

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
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渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
新
庁
舎
及
び
（
仮
称
）
新

福
祉
会
館
建
設
基
本
設
計
案
に

つ
い
て
。
悲
劇
的
に
「
ひ
ろ

ば
」
空
間
が
少
な
い
。
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。
３
千
㎡
の
目
標

設
定
を
。
ま
た
、（
仮
称
）
新

福
祉
会
館
も
免
震
構
造
に
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
大
き

な
揺
れ
が
来
た
場
合
、
福
祉
会

館
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
も

多
く
、
死
者
が
出
る
恐
れ
が
あ

る
。
人
道
的
観
点
か
ら
も
、
別

々
の
耐
震
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す

る
の
は
説
明
が
つ
き
に
く
い
。

部
長
　（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
及
び
「
ひ
ろ
ば
」
の
件
も
含

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
151
人
も
の
方
か
ら
意
見
を
い

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
に
係
る
臨
時
休
校

に
伴
い
、
給
食
用
食
材
の
販
売

に
ご
協
力
頂
い
て
い
る
関
係
者

や
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。
ア
こ
こ
数

年
、
給
食
へ
の
地
場
野
菜
活
用

の
取
組
に
よ
り
、
地
場
野
菜
の

利
用
率
は
大
き
く
向
上
し
て
き

た
が
、
こ
こ
で
満
足
す
る
こ
と

な
く
更
な
る
推
進
を
。
関
係
者

の
理
解
を
得
て
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
今
年
度
行
わ
れ
な
か
っ
た

目
合
わ
せ
会
の
復
活
や
、
調
理

員
か
ら
も
意
見
を
伺
う
場
を
作

っ
て
欲
し
い
。
イ
関
係
者
の
連

携
強
化
な
ど
も
相
当
行
っ
て
き

た
今
、
次
な
る
段
階
に
進
む
時

が
来
た
の
で
は
な
い
か
。
給
食

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
小
金
井
市
の
年
代
別
の
自

殺
者
数
は
20
代
が
ト
ッ
プ
で
あ

り
、
東
京
都
や
全
国
の
割
合
の

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
ア
こ

の
計
画
策
定
の
趣
旨
、
数
値
目

標
、
重
点
目
標
は
。
イ
各
課
の

事
業
と
の
関
連
は
。
ど
こ
が
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
ウ
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
は
今

後
ど
う
広
げ
る
の
か
。
エ
子
ど

も
・
若
者
世
代
へ
の
支
援
施
策

と
そ
の
所
管
課
は
。

課
長
　
ア
国
や
東
京
都
が
掲

げ
る
数
値
目
標
と
の
整
合
を
図

る
た
め
策
定
し
、
令
和
８
年
度

ま
で
に
自
殺
死
亡
率
を
平
成
27

年
度
比
で
30
％
以
上
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
数
値
目
標
で
あ
る
。

重
点
は
若
者
対
策
で
あ
る
。
イ

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ

い
て
問
う
。
ア
保
育
計
画
の
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る

の
か
。
イ
市
長
は
、
施
政
方
針

に
お
い
て
、
民
営
化
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
の
必
要
な
見
直
し
を

行
う
と
述
べ
た
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ウ
保
育
計
画
の

策
定
を
優
先
す
る
と
し
て
い
る

が
、
計
画
を
作
っ
て
か
ら
民
営

化
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
。
エ
保
育
の
受
皿

は
増
え
た
が
、
保
育
士
不
足
で

受
入
れ
が
進
ん
で
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
ま
た
、
保
育
の
質
が

守
ら
れ
な
い
事
態
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。
オ
待

機
児
童
解
消
と
保
育
の
質
の
向

上
に
全
力
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ

り
、
民
営
化
は
白
紙
撤
回
す
べ

き
。部

長
　
ア
本
年
12
月
を
目
途

と
考
え
て
い
る
。
イ
大
変
厳
し

い
状
況
で
、
必
要
な
見
直
し
を

考
え
て
い
る
。
ウ
保
育
計
画
策

定
に
注
力
し
た
い
。
エ
保
育
士

不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
保
育
の
質
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
、
保

育
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
一

助
と
な
る
と
考
え
る
。

市
長
　
オ
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
民
営

化
は
今
後
も
進
め
る
。

■
そ
の
他
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
再

編
事
業
に
よ
る
運
行
基
準
や
ル

ー
ト
の
再
編
計
画
は
、
サ
ー
ビ

ス
縮
小
の
計
画
で
あ
る
と
し
、

サ
ー
ビ
ス
拡
充
と
市
民
説
明
会

の
開
催
を
求
め
ま
し
た
。

へ
の
地
場
野
菜
の
活
用
は
、
農

業
振
興
施
策
と
し
て
も
実
効
性

が
あ
り
、
現
に
意
欲
的
な
生
産

者
に
よ
る
新
た
な
取
組
の
動
き

や
、
新
規
に
野
菜
生
産
を
始
め

る
農
家
も
出
て
き
て
い
る
。
先

進
市
で
あ
る
日
野
市
や
小
平
市

に
学
び
、
補
助
制
度
の
導
入
を

実
現
す
べ
き
。

部
長
　
ア
学
校
関
係
者
、
Ｊ

Ａ
、
農
業
関
係
者
等
が
意
見
交

換
で
き
る
場
と
し
て
重
要
な
意

見
交
換
会
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
調
理
員
が
参
加
す
る
方
法

等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
イ

新
年
度
に
は
、
三
鷹
市
も
地
場

野
菜
導
入
へ
の
支
援
を
開
始
す

る
。
小
金
井
市
で
も
、
都
市
農

業
振
興
の
観
点
か
ら
、
何
ら
か

の
支
援
策
を
検
討
す
る
段
階
に

来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
い
た
。
現
在
、
詳
細
な
分

類
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

❷
時
間
外
抑
制
や
業
務
改
革

の
た
め
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
推
進
体
制
の

早
期
確
立
に
向
け
、
市
長
自
身

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
。

市
長
　
業
務
処
理
を
大
き
く

変
革
す
る
も
の
で
あ
り
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
方
向
付
け
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

❸
ア
市
長
は
、
市
議
会
議
員

選
挙
で
、
い
つ
、
い
く
ら
、
ど

の
市
議
会
議
員
（
候
補
者
含

む
）
の
後
援
会
に
現
金
を
供
与

し
た
の
か
。
イ
市
長
は
今
後
も

現
金
供
与
を
続
け
る
の
か
。

市
長
　
ア
寄
附
金
の
公
開
に

つ
い
て
は
、
受
領
し
た
政
治
団

体
が
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ

き
処
理
し
て
い
る
。
イ
現
状
、

特
別
な
判
断
は
し
て
い
な
い
。

幅
広
い
生
き
る
支
援
の
事
業
を

盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。
各
所
管
課
が
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
て

進
め
る
。
ウ
こ
れ
ま
で
の
６
年

間
で
、
市
民
・
職
員
計
335
人
が

受
講
し
た
。
更
に
、
民
生
委
員

や
各
事
業
所
職
員
に
も
協
力
を

求
め
た
い
。
エ
学
校
で
は
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

出
し
方
の
周
知
な
ど
、
誰
か
に

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
よ
う

な
支
援
に
努
め
、
学
校
以
外
で

は
、
公
民
館
の
若
者
講
座
や
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
、
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
、
東
京
都
の
無
料

相
談
「
若
ナ
ビ
α
」
の
案
内
な

ど
、
情
報
提
供
に
努
め
る
。
各

事
業
の
所
管
課
が
担
当
す
る
。

■
そ
の
他
、
生
活
保
護
の
職
員

体
制
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

基
本
設
計
案
は
、
新
庁
舎
が

免
震
構
造
、（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
が
耐
震
構
造
で
あ
る
。
免

震
構
造
の
新
庁
舎
に
い
る
職
員

と
比
べ
、
耐
震
構
造
の
（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
を
利
用
す
る

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
市

民
の
安
全
性
は
劣
る
。
市
民
の

安
全
性
を
軽
視
す
る
の
か
と
の

疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ア
耐
震
構
造
は
地
震
の
揺

れ
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
。
利
用

者
の
心
身
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
イ
超

高
層
ビ
ル
以
外
で
、
免
震
と
耐

震
の
組
合
せ
の
事
例
は
あ
る
か
。

ウ
異
例
な
建
築
物
を
決
定
し
た

人
間
の
名
は
残
る
。
市
長
は
100

年
間
使
う
と
言
っ
て
い
る
が
、

耐
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

部
長
　
ア
建
設
費
の
抑
制
を

図
り
、
早
期
竣
工
の
声
に
も
応

え
る
方
策
と
の
認
識
で
あ
る
。

耐
震
安
全
性
の
分
類
で
、
社
会

福
祉
施
設
の
構
造
体
は
Ⅱ
類
と

な
っ
て
い
る
が
、
Ⅰ
類
と
す
る

方
向
で
整
理
し
て
い
る
。
イ
組

合
せ
の
事
例
は
、
今
は
具
体
的

に
言
え
る
も
の
は
な
い
。

市
長
　
ウ
様
々
な
検
討
を
重

ね
、
市
民
や
市
議
会
の
意
見
を

頂
き
な
が
ら
熟
慮
を
重
ね
た
。

私
と
し
て
は
、
現
状
の
基
本
設

計
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
に
当
た
っ

て
、
税
収
を
見
据
え
た
議
論
を

す
べ
き
」
と
し
て
、
他
市
よ
り

少
な
い
固
定
資
産
税
を
考
慮
し
、

見
直
す
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

篠
原
ひ
ろ
し

（
改
革
連
合
）

宅
地
開
発
に
伴
い
提
供
さ
れ

た
緑
地
や
寄
附
さ
れ
た
緑
地
が

数
多
く
あ
る
が
、
維
持
管
理
が

行
き
届
か
ず
放
置
状
態
に
な
り
、

近
隣
か
ら
景
観
、
保
安
上
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
特
に

樹
木
の
育
ち
過
ぎ
に
よ
っ
て
、

落
葉
の
時
期
に
は
毎
日
枯
れ
葉

掃
除
に
追
わ
れ
て
い
る
と
の
切

実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
は
更
に
深
刻
で
、

屋
根
や
樋
に
降
り
注
い
だ
枯
れ

葉
の
掃
除
が
で
き
ず
、
樋
が
詰

ま
り
、
雨
の
溢
水
で
壁
が
傷
む

な
ど
財
産
権
の
侵
害
と
も
い
え

る
よ
う
な
場
所
も
多
く
あ
る
。

水
と
み
ど
り
を
謳
う
小
金
井
市

で
、
こ
れ
ら
の
犠
牲
を
伴
う
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
公

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
税
が
高
過
ぎ

る
こ
と
が
原
因
で
市
民
生
活
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
多

摩
26
市
で
１
番
高
い
税
額
な
の

に
、
毎
年
値
上
げ
を
す
る
よ
う

な
計
画
を
策
定
し
、
４
月
か
ら

更
に
値
上
げ
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
一
方
で
、
市
民
負
担
を

抑
え
る
た
め
に
市
が
負
担
す
る

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

れ
の
額
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
低

さ
で
あ
る
の
に
、
更
に
削
減
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
重
く

の
し
か
か
る
値
上
げ
は
行
う
べ

き
で
は
な
く
、
繰
入
れ
の
削
減

と
値
上
げ
の
計
画
は
撤
回
し
、

繰
入
れ
を
増
や
し
、
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
は
な

い
か
。
ア
子
育
て
世
代
の
均
等

割
の
部
分
を
免
除
し
、
負
担
軽

減
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
方

に
対
し
、
保
険
料
や
窓
口
負
担

の
免
除
制
度
を
も
っ
と
周
知
し
、

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
市
民
に
負
担
増
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
大
変
心
苦

し
く
感
じ
て
い
る
が
、
値
上
げ

は
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
財
政
健

全
化
計
画
に
沿
っ
て
、
引
き
続

き
繰
入
れ
の
削
減
に
努
め
る
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
は
、

国
が
制
度
と
し
て
盛
り
込
む
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

イ
減
免
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

相
談
が
あ
れ
ば
話
を
聞
き
、
中

身
を
確
認
し
て
審
査
し
た
上
で

適
否
を
判
断
し
て
い
る
。

園
緑
地
費
を
増
額
し
、
こ
れ
ら

の
苦
情
に
対
処
で
き
得
る
予
算

を
計
上
し
て
も
ら
い
た
い
。

部
長
　
樹
木
を
剪
定
し
て
ほ

し
い
旨
の
要
望
は
頻
繁
に
あ
る

が
、
特
に
多
い
相
談
は
、
大
木

の
管
理
に
係
る
費
用
で
あ
る
。

特
に
、
住
宅
に
近
接
し
て
い
る

大
木
に
つ
い
て
は
、
台
風
に
よ

る
倒
木
な
ど
が
起
こ
る
前
の
処

置
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

片
山
　
薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
市
か
ら
失
業
者
へ
の
支

援
は
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
税
の

減
免
な
ど
の
発
信
を
。
イ
福
祉

総
合
相
談
窓
口
の
設
置
に
向
け

て
市
民
部
と
福
祉
保
健
部
の
連

携
を
。
ウ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
、
税
の
減
免
や

納
期
限
延
長
を
国
へ
要
望
せ
よ
。

部
長
　
ア
減
免
制
度
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

イ
総
合
連
携
を
強
め
た
い
。
ウ

必
要
に
応
じ
て
考
え
る
。

❷
ア
自
分
の
力
を
出
せ
る
お

産
が
そ
の
後
の
子
育
て
や
生
き

方
に
関
わ
る
。
産
後
ケ
ア
に
つ

な
が
る
産
前
サ
ポ
ー
ト
と
考
え

ら
れ
る
施
策
は
何
か
。
イ
宿
泊

の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
デ
イ
ケ
ア

も
重
要
と
聞
く
。
実
績
が
あ
る

助
産
院
と
の
連
携
と
研
修
を
。

課
長
　
ア
主
な
も
の
と
し
て
、

妊
婦
面
談
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ

連
携
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

❸
ア
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
の
講
演
会
に
参
加
し
た
成

果
は
。
イ
子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
庁
内
研
修
会
は
あ
る
か
。

ウ
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

は
相
談
・
救
済
だ
け
で
な
く
、

権
利
推
進
に
向
け
制
度
を
変
え

る
役
割
が
あ
る
。
市
で
も
、
推

進
役
の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
今
後
の
子
ど
も
施

策
に
大
変
参
考
と
な
っ
た
。
イ

子
ど
も
の
権
利
条
約
等
の
理
解

を
深
め
る
た
め
実
施
し
た
。
今

後
も
機
会
を
設
け
た
い
。
ウ
役

割
が
複
数
あ
る
と
学
ん
だ
た
め
、

今
後
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ

学
校
給
食
へ
の
地
場
野
菜

活
用
を
次
の
段
階
へ

悲
劇
的
に
広
場
が
少
な
い

基
本
設
計
案
は
見
直
し
を

庁
舎
と
福
祉
会
館
の
耐
震

シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
べ
き

公
立
保
育
園
民
営
化
の

撤
回
を
求
め
る

小
金
井
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
計
画
が
で
き
て

国
民
健
康
保
険
税
は

値
上
げ
よ
り
負
担
軽
減
を

公
園
・
緑
地
の
維
持
管
理

に
十
分
な
予
算
措
置
を

失
業
者
支
援
／
子
ど
も

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
役
割

近接住宅の倍を超す緑地樹木
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賛
成
討
論

�

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

暴
力
被
害
や
貧
困
な
ど
様
々
な
困
難

を
抱
え
る
女
性
を
公
的
に
支
援
す
る
婦

人
保
護
事
業
が
制
度
と
実
態
が
合
わ
な

い
と
の
声
に
公
明
党
・
自
由
民
主
党
は

見
直
し
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
与
党

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
昨
年
４
月
、

運
用
面
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
、
10

月
に
中
間
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
た
。
公

明
党
が
訴
え
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

２
０
１
７
年
成
立
の
性
犯
罪
に
対
す

る
改
正
刑
法
で
は
、
性
犯
罪
の
罰
則
に

関
す
る
検
討
会
で
議
論
さ
れ
な
が
ら
意

見
が
分
か
れ
た
項
目
等
に
つ
い
て
、
附

則
に
お
い
て
３
年
後
の
実
態
に
即
し
た

見
直
し
が
加
え
ら
れ
た
。
既
に
法
務
省

の
性
犯
罪
に
関
す
る
実
態
調
査
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
具
体
的
な
議
論
を
重
ね
て
お
り
、

見
守
る
べ
き
で
あ
る
。

大規模災害時に選挙の延期を
可能とするための制度の見直
しを求める意見書

国が災害を指定した特例法で任期延長や選挙延期の実施例はあるが、各々
の自治体で災害状況によって対応できる制度はない。よって、国会及び政
府に対し、大規模災害時に選挙の延期を可能とする制度の見直しを求める。

△ △ △ 議 △ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中高年のひきこもりに対する
実効性ある支援と対策を求め
る意見書

平成３１年 ３ 月に公表された４０歳から６４歳までの中高年のひきこもりが、全
国で６１万人に上り、長期化や高齢化により孤立も多い。財政支援や断らな
い相談支援・伴走型支援ができるよう新たな仕組みの構築を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

福島第一原発の汚染水海洋放
出案の撤回を求める意見書

ＡＬＰＳ処理汚染水の長期保管について十分な審議・議論を行うこと、希釈
の有無によらず汚染水を放出しないこと、廃炉計画の見直し、保管用タンク
用地の確保、全国で説明会等を行い、広く国民の意見を聞くことを求める。

△ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

長崎県石木川の環境保全及び
石木ダム建設計画の撤回を求
める意見書

石木ダム建設事業は、１９７２年に長崎県が予備調査を開始して以来、地権者
との合意を得ず進められている。今や日本全国を見渡しても稀少な石木
川の自然環境の保全及び石木ダム建設計画の撤回を強く求める。 

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

女性自立支援法（仮称）の制定
を求める意見書

人権擁護と男女平等の実現を図り、困難な問題に直面する女性を対象とし
た専門的で包括的な支援制度のために、関係者の意見を聴取した上で、実効
性のある具体的な利用者本位の女性自立支援法（仮称）制定を強く求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

首長による議員の後援会への寄
附等を禁止するため、政治資金
規正法の改正を求める意見書

議員は首長が提出した条例案や予算案を審議し、議決する職務権限を有す
る。首長と議会の間には一定の緊張関係が保持されるべきであり、首長が
議員の後援会に寄附を行うことを罰則で禁止するための法改正を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × 原案可決

東京高等検察庁検事長の定年延
長に関して、法解釈の変更は行
わず適切な対応を求める意見書

東京高等検察庁検事長の定年延長のための法解釈変更は、首相に近いとさ
れる人物を特別扱いするものであり、政治の正当性が問われる事態であ
る。真相を明らかにし、従来の法律にのっとり適切な対応を求める。

△ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

「桜を見る会」に関わる全容を
首相自ら国民の前に明らかに
することを求める意見書

「桜を見る会」をめぐる安倍首相の対応は「納得できない」との意見が圧
倒的多数を占めている。「桜を見る会」に関わる全容を首相自ら国民の前
に明らかにするとともに、政治的責任を明確にすることを求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

小金井都市計画道路３・４・１１号線外に関する
オープンハウスでのアンケート及び意見交換
の内容を全て公開し、道路整備の必要性に
ついて話し合う場の設定を求める意見書

都市計画道路 ３・４・１１号線に関し、東京都が開催したオープンハウス型の
説明会で行ったアンケート及び意見交換の内容を公開し、道路整備の是非
について市民と都市整備局が意見交換できる場の設定を求める。

× × × 議 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

マイナンバーカードから性別
記載欄を廃止することを求め
る意見書

マイナンバーカードの性別記載によって、性別違和の当事者が非常に苦慮
している実態がある。①性別情報はＩＣチップから得られるため、カード
上の記載から削除すること、②性別違和の普及啓発をすることを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

脱炭素社会を目指す対策の強
化を求める意見書

人類の活動を主な要因とする気候変動により、異常気象が常態化している。
二酸化炭素排出係数が最も大きい石炭火力発電所を段階的に減らす等、原
子力発電に依存することなく脱炭素社会を目指す対策の強化を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

性犯罪における刑法の更なる
改正を求める意見書

日本の性交同意年齢は１３歳以上。性被害に遭うと暴行・脅迫についてや、どの
程度抵抗したか説明しなければならない。被害者にはこの立証のハードルは
非常に高い。欧米諸国同様、同意の無い性交は「レイプ」とすることを求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

可燃ごみ共同処理及び可燃ごみ
処理支援に対する感謝の決議 （下段に全文を掲載） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

辺野古新基地建設について、軟
弱地盤データの再調査と新基
地建設の中止を求める意見書

建設には地盤改良工事が必要だが、７０メートル以深も軟弱地盤であること
を示すデータが明らかになった。対応できる作業船はなく、技術的にも破
綻しているため、地盤強度の再調査と新基地建設を中止することを求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

小金井市長選挙における選挙管
理委員会の不正な事務に関し、真
摯に対応することを求める決議

市長選挙において公職選挙法を誤って解釈し、特定市長候補の選挙の自由を
侵害した事件について、監査委員は、職員の法への抵触を認定した。しか
し、謝罪もない現状において、市長と選挙管理委員会に適切な対応を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

新庁舎及び（仮称）新福祉会館
建設の実施設計に関する決議

市長は、実施設計に入る前に、１５０人もの市民から寄せられたパブリックコ
メント及び複数会派からの申入れに真摯に対応すべきである。設計は明
確な財政見通しをもって進め、諸般の調整に全力を尽くすことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

西岡市長に、東京都へ「都市計画道路３・４・
１１号線に関する環境現況調査に着手しな
いこと」「都市整備局との意見交換の場の
設定」を文書で伝えることを求める決議

道路問題への対応も訴え再選した市長から、都市計画道路 ３・４・１１号線に
関する現況調査に着手しないこと及び道路整備の是非を市民と都市整備局
で意見交換できる場を設定することを東京都へ文書で伝えることを求める。

× × × 議 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議会に一切知らせずに、特別調整額
を引き上げた西岡市長に抗議し、
反省と適切な措置を求める決議

市長は部課長職の管理職手当を実支給額ベースで引き上げた。この引上げ
で、小金井市は多摩２６市で人口１１万人から１２万人台までの ４ 市で最高額にな
った。市民や議会の理解を得られるものではない。よって、厳重に抗議する。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ × × ○ × 原案可決

【会派略称】 自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

水
上
　
洋
志

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

PS20-0002

女
性
自
立
支
援
法（
仮
称
）
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

性

犯

罪

に

お

け

る

刑

法

の

更

な

る

改
正
を
求
め
る
意
見
書

小金井市は、日野市の御理解の下、国分寺市と共に、平成２７年７月に浅川清流環境組
合を設立し、同組合において新可燃ごみ処理施設整備事業を進めることとなり、令和２
年４月からは新可燃ごみ処理施設が本格稼働する運びとなりました。この日を迎えるこ
とができますことは、新可燃ごみ処理施設周辺にお住まいの皆様を始めとする日野市民
の皆様及び関係者各位の御理解のたまものであり、深く感謝いたします。
また、二枚橋焼却場が老朽化のため、平成1９年３月末に全焼却炉の運転を停止して以

降、小金井市は、多摩地域の市、町及び一部事務組合に、多摩地域ごみ処理広域支援体制
実施要綱に基づく可燃ごみ処理支援をお願いしてまいりましたが、新可燃ごみ処理施設
が本格稼働することにより、可燃ごみ処理支援が終了することとなります。1３年間とい
う長い間、小金井市の可燃ごみを滞りなく処理していただくことができましたことは、
各施設周辺にお住まいの皆様並びに関係自治体及び関係者各位の御理解のたまものであ
り、心から感謝いたします。
よって、小金井市議会は、感謝の意を表するため、ここに決議します。

可燃ごみ共同処理及び可燃ごみ処理支援
に対する感謝の決議　全文

令和２年３月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小金井市議会
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次の定例会は令和2年6月1日（月）開会予定です。

田頭　市長の本気度を問う。(ｱ)子どもの外遊びを増やすには。(ｲ)子ども
オンブズパーソンに権限を持たせる考えは。(ｳ)子どもから若者までを見通
す組織編成を。

市長　(ｱ)自由な外遊びの場としての公園を整理し、その公園でできるこ
とをお知らせすることが重要と考える。(ｲ)社会の仕組みを変えるための政
策提言の権限も持たせる。(ｳ)本市でも課題と考える。

水谷　施政方針で示されている公民館の委託・センタ
ー化の推進という記述についてはどういうことか。現在
はまだ公民館運営審議会で議論している段階である。

市長　委託やセンター化の考えは行政としての方針で
ある。今後、関係者や公民館運営審議会で検討していた
だき、パブリックコメントも実施して市民の意見を聞き
ながら取り組んでいく課題である。

白井　市長は昨年、都市計画道路3・4・11号線につい
て現時点では賛同できない旨の文書を東京都知事宛に送
付した。東京都はオープンハウス型の説明会を開催した
が、東京都の職員の説明が不統一であり、実態を考慮し
ない説明をしていた。市長はどう感じているか。

市長　職員ごとに説明の内容に格差があるのは望まし
いものではないと感じている。

たゆ　消費税増税や社会保障の削減が行われ、暮
らしや中小企業の景気は悪くなる一方である。市民
生活がどうなっているのか市長の認識を伺う。新た
な福祉の増進を別の市民の負担増で賄うのは福祉の
増進を言えたものではない。

市長　社会保障の観点からの消費税増税は、あり

得る判断である。限られた財源をどう有効に使うか
ということが課題である。

板倉　２本の都市計画道路を造らせないために、
市長はどのように行動するのか。新たな都市計画マ
スタープランの素案は、両路線とも必要なしとの結
論に立った記述になると理解してよいか。

市長　考え方は、昨年10月に東京都知事宛てに提
出した要望書のとおり。優先整備路線に関する3千
人の市民アンケートを参考に、今後の対応を考えて

いく。
水上　男性も女性も多様な性を持つ人々も、差別

なく平等に、尊厳を持ち、自らの力を存分に発揮で
きる社会を目指す必要がある。市長は成人式で「女
性は華やかで輝き」などと述べたが、ジェンダー平
等に対する見解を問う。

市長　男女共同参画の推進が求められていると考
える。令和２年度はパートナーシップ制度の導入を
目指す取組を進めていく。

鈴木　２期目の最初の1年に当たり、市長が描
くビジョンについて問う。(ｱ)新庁舎・（仮称）
新福祉会館建設について。(ｲ)市内の東西をつ
なぐ拠点づくりについて。(ｳ)市民福祉増進の
ために、市長が取り組みたいテーマは何か。

市長　(ｱ)今後の行政運営の中で福祉会館や
保健センターを含む複合庁舎、防災庁舎、行政
サービスの拠点となる新庁舎建設は、単に庁舎
問題の解決だけでなく、公共施設マネジメント
実践の出発点にしたいとの思いで進めてきた。
今後も、市民の皆様、市議会議員の皆様方から
のご意見を踏まえつつ、実施設計につなげ、令
和２年度の取組を着実に行うことが、何より求
められていると思っている。(ｲ) 東小金井エリ
アは、今後ますます個性的な発展を遂げる可能
性がある。ＪＲ中央線高架化による新たな動線
を活用し、市の中心部に新庁舎・（仮称）新福祉
会館を建設し、今後は武蔵小金井駅北口等の再
開発を行う。東西のネットワークをつないでい
くという視点を、今後のまちづくりにいかして
いきたい。(ｳ)市や医師会が実施している地域
包括ケアシステム研究会に、入退院後方支援、
ＩＣＴ連携、多職種連携、認知症、介護予防の5
部門の部会が発足した。市は体制整備の取組に
対し補助金を交付し、令和3年度から各部会を
市の主導で行う体制をとることとした。障がい
福祉の面では、障がいのある人もない人も共に
学び共に生きる社会を目指す小金井市条例の理
念の具現化や、条例に掲げられた施策をしっか
り展開し、つながりを実感できるコミュニティ
を構築することが、福祉面でも防災面でも大切
な視点であると思っている。

紀　子育て支援の充実について、
２年前の施政方針の質問でも、子育て環境日

本一を目指すのであれば、義務教育就学児医療
費助成事業を始め、明確な指標を示し実現を、
と訴えてきた。義務教育就学児医療費助成の所
得制限の廃止を中学校3年生まで拡充しないか。

市長　小学校4年生から６年生までは令和3年
10月に、中学校1年生から3年生までは令和5年
10月に廃止することを目指したい。

渡辺（ふ）　地域包括ケアシステムの深化・
推進を図るとは具体的にどのような取組か。高
齢者施策の多くを担う社会福祉協議会や介護事
業者、市民ボランティアとの連携強化のため、
市からの更なる支援が必要ではないか。

市長　保険者機能の強化、医療・介護との連
携など、地域共生社会の実現に向けた取組の推
進を図る。市が主導的な意識を持って、精一杯
施策に取り組みたい。

小林　公共施設マネジメントの実践を掲げて
いるが、特筆すべき内容がなかった。みどり・
まえはら学童保育所の大規模化の問題について
は、どうするのか。

市長　学童保育所の大規模化については、最
大限対応に努め、最善の方策を考えたい。

宮下　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は国
連で採択されたものである。また、安倍首相
は、国内外の取組を加速させると強調してい
る。小金井市の第5次基本構想の策定に向け、
ＳＤＧｓを基軸に据えていくべきではないか。

市長　長期計画審議会では、現在ＳＤＧｓに
ついても意識しながら計画の検討が行われてお
り、より良い計画になるよう、引き続き取り組
んでいきたい。

坂井　(ｱ)本気の気候変動対策とは何か。(ｲ)積極的に受け止めると答弁し
た気候非常事態宣言は。

市長　(ｱ)公共施設の建て替えや省エネ化、高効率化、自然再生エネルギー
の導入、また、環境マネジメントシステムの推進や、時間外勤務の削減等も
必要である。(ｲ)改定作業中の地球温暖化対策地域推進計画の議論を進める
過程で、宣言の検討も必要と考える。

斎藤　新庁舎と（仮称）新福祉会館に異なる耐震システムを採用している
理由を明記すべきであった。耐震構造は、倒壊はしないが、心身にダメージ
を与える。また、1階マルチスペースと多目的室の接続部分も危険である。

市長　（仮称）新福祉会館の早期竣工を求める声にお応えする方策であ
る。施政方針に明記すべきとの指摘は受け止める。

渡辺（大）　なぜ部長や課長の特別調整額（管理職手当）を、市議会に一言
の相談もなく、こっそりと引き上げたのか。市長の1期目の目標に掲げた人
件費削減ができず、２期目となってすぐに行ったことは手当の引上げであっ
た。コンプライアンス上も問題である。

市長 管理職手当は、組織上も人事上も重要な要素を占めると考えており、
慎重に判断した。

吹春　(ｱ)自然大災害への備えは充分なのか。市
全体の更なる防災力向上のためには、以前から提案
してきた抜き打ち参集訓練こそ、一番効果的である
と思われる。参集訓練を実施しないか。(ｲ)小金井
市が被災地となった場合に備え、受援計画を整えな
いか。

市長　(ｱ)指摘の抜き打ち参集訓練は、迅速な体
制を構築する上で重要な視点であると思う。(ｲ)受
援体制は、現場で経験を積み重ねながらつなげてい
きたいと感じている。

清水　介護者の負担が問題となっている中、近年

は、ヤングケアラー（18歳未満の若い世代の介護
者）の負担も問題となっている。市内でも、介護者
家族のための条例検討会を定期的に行っているが、
ケアラー、ヤングケアラーに対する支援について市
長の考えは。

市長　ケアラー、とりわけヤングケアラーの方々
については、市として支援に向けて取り組むべき重
要な課題として認識している。

遠藤　(ｱ)保育園受入れに関して、今後5年間で千
人の定員増を図るとのことであるが、将来人口減が
想定される中、その対応は。(ｲ)9か所の学童保育所
の受入れの確保は。(ｳ)環境教育推進の方向性は。

市長　(ｱ)保育園の総定員数等、他自治体の取組
事例等も研究しながら考えていく必要がある。(ｲ)緊

急対応が必要な所から優先的に保育環境の整備を進
めることが必要。(ｳ)子ども対象のワークショップ
等の開催も含め、環境教育の推進に努めていきたい。

湯沢　(ｱ)本市の債権管理は不十分で非効率的な
上、市民にも不公平が生じている。次期行財政改革
プランで債権管理を進める考えはあるか。(ｲ)不適
切な事務執行が相次いでおり、コンプライアンスの
推進が課題となっている。本来業務を停滞させない
ためにも、全庁的な体制の構築を。

市長　(ｱ)債権の滞納整理のための指針となるべ
き条例等の制定、（仮称）債権管理課の設置などを検
討する必要があると考えている。(ｲ)組織的な対応
力強化は必要な課題である。実態に即し、段階的に
進めていきたい。

自由民主党・信頼の小金井

日本共産党小金井市議団

小金井市議会公明党みらいのこがねい

小金井をおもしろくする会

こがねい市民会議 情報公開こがねい

生活者ネットワーク 緑・つながる小金井

原稿は議員が作成しております

令和２年度
施政方針に対する
各会派の質疑
（日曜議会）

ＱＲコードをスマートフォン等で読み取る
と、YouTubeでご覧いただくことができます。
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